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タイにおける教育支援の可能性
―身体を手がかりとして―
村中　李衣※・安江　美保※
The Development of Educational Support in Thailand
― As a Clue with a Body ―
Rie Muranaka and Miho Yasue
　In Thailand, educators who work with children in severe situations are now seeking 
to support them. They concentrate on teaching methods that educate in the joy of living 
with other people.
Two researchers from different area of specialty have worked together.
In this time, the practical work with a theme of “Feel with the Body” was used to 
create a rich expressional space for children and educators. The Results showed that 
moving the body was a good way to express themselves. They were not impeded by a 
language barrier. The detailed practical process is reported in this paper.
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Ⅰ　はじめに
　日本の子どもたちを取り巻く世界は、情
報にあふれ、その情報の取り込み方を整理
し、活用の仕方を学ばせるということが教
育の中心になりつつある。一方で、情操の
涵養ということも叫ばれ、その手立てとし
て絵本やダンスが注目されている。しかし、
「絵本」を読んで聞かせれば、子どもたち
の心に優しさや人間愛が育つというわけで
はない。「ダンス」が踊れれば、だれもが
豊かな感性を持てるわけでもない。大切な
のは、一人の人間が生きること丸ごとを託
せる身体をもって世界と対峙できるという
ことである。絵本は眼だけ、頭だけで言葉
を理解し読むものではない。同じようにダ
ンスは手と足だけを動かしていればそれで
いいというものではない。真の表現する喜
びは、もっと人間の生存そのものに関わる
深い場所からこみあげてくるものである。
　日本の表現教育の現場にあって、こうし
た最も基本的で見逃すことのできない問題
に向き合ってのジレンマを、筆者らはそれ
ぞれの専門領域で抱えてきていた。
　たまたま筆者の一人村中は、７年前より
タイにおける最貧層の子どもたちに向けた
教育支援のプロジェクトに関わっていた。
そこで、今回、児童文学専門の村中とダン
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共鳴し、今回のワークショップと研修の実
施に至った。筆者の一人村中は、７年前よ
り「心と体を解放する絵本の読みあい」と
いうテーマで、バンコクでのワークショッ
プを続けており、研修に参加する保育者・
幼児教育関係者の真剣かつ切実な学びへの
情熱を感じてきた。これまでのタイにおけ
る絵本研修では、彼らが目にする機会がな
かった「大人も子どももともに楽しめる絵
本」を数多く紹介し、その実際の読み方に
も触れてもらうことを主眼としてきた。そ
のことにより、絵本の読み方は一通りでは
なく、読みの空間への意識を高め、その場
の空気全体を物語世界に取り込んでいく読
み方を工夫することで、子どもとの関係も
生き生きとしてくることを実感してもら
い、ある程度の成果を上げることはできた。
しかし、貧しさや不安定な環境に関わらず、
大人も子どもも自分の存在に自信を持ち、
生き生きとした日々を送るためには、絵本
を読むという場面だけでの意識改革では限
界がある。子どもと大人が関わりあうすべ
ての場面で、指示命令を基本とした「やら
せる」「従わせる」方向性から大人自身が
解放される必要性を実感してきた。
　たとえば、タイの幼・保〜高校の教育施
設では、毎日、全員での朝礼があり、国旗
掲揚、お経の暗唱をしている。幼稚園・保
育所では、これに続いて、CD で曲をかけ
て、ダンスや歌の活動が行われる。全員で
同じように教えられた踊り・歌をまねする
ので、子ども自身の内側から発せられる生
き生きとした喜びの表情は見られにくい。
そのことに、現場の先生方も気づきはじめ、
これを打破する新しい方法を求めているよ
うに感じられた。
２．今回の教育支援の目的
　今回の訪問にあたり、タイの教育におけ
る重要な課題の一つを表現活動全般につい
ス教育専門の安江との協働によって、表現
することの喜びを味わうという表現教育の
原点に立ち戻ることにした。そして，言葉
の通じないタイの保育者や教育者、子ども
たちといっしょに「言葉以前の感覚世界」
で、身体を用いて遊んだり学んだりするこ
との意味を見つめ直してみようということ
になった。
　「言葉以前の感覚世界」という言葉は、
寺村摩耶子（2015）が用いたもので、乳児が、
与えられた言葉の意味や響きから頭で判断
するのではなく、身体を使って外界と触れ
合う様子を指している。乳児に限らず、こ
うした感覚世界と自在に交信できる力がど
の世代においても求められており、タイの
スラムを中心とした地域においては、物質
的に恵まれない分だけ、また外からの情報
量が少ない部分だけ、感覚世界との交信を
する身体性は豊かであるという印象を、こ
れまでの訪問の中で漠然と実感していたこ
とも、今回の実践の契機となった。
Ⅱ　タイにおける教育支援の目的
１．タイにおける教育支援の実情
　筆者らが今回実践するバンコクでのワー
クショップおよび研修会の主催は、タイ公
益 NGO 法人マレットファン２）である。当
法人は、2013 年、子どもに関わる大人た
ちの学ぶ機会を提供するために、若い女性
3 人が立ち上げた。タイにおいては、保育・
幼児教育に携わる職業への社会的認知が低
く、支援の手も薄いことから、保育者、幼
児教育者自身が子どもたちと社会を結ぶリ
アルタイムの問題意識や、そこへ向かう方
法論を持ちにくい状況にある。彼らを物心
両面でサポートし、日々成長する子どもと
関わる喜びや気づきを共有する機会を提供
することが、貧困や難民問題などさまざま
な生き難い状況にある子どもたちへの支援
に繫がるというマレットファンの考え方に
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で大らかな読みあいの実践を奨励してきた。
　角田（2003）は、フッサールの身体感覚
に着目した「相互主観性」という考え方を
取り入れ、絵本を読むという行為の中にも
「他者の視点への自己移入によって、他者
の理解が可能になり、周囲世界への共通な
了解が重ねられていく」と述べている。筆
者の唱える「読みあい」の中では、角田の
いう「了解の積み重ね」が、現実世界を生
きていくことへの励ましとなる。絵本の中
の世界が、生身の誰かの声を通して、聞き
手の心に届くという営みを、単なる知識や
教養の伝達、あるいは言語発達の促しとだ
け考えるのでなく、もっと遠心力を持った
ものとして捉えたい。
　タイの保育所は、教育省管轄の小学校に
附設される形で存在する幼稚園とは異な
り、自治体および NGO が運営をしている。
そのため、経済的な余裕もなく、保育士に
与えられる社会的地位も低い。その上、50
人から 60 人の幼児をたった一人の先生が
指導するということもめずらしくなく、お
のずと「先生の思いに従わせる」保育・教
育が主流となっているのが現状。絵本につ
いていえば、道徳的な意識や知識を一方的
に教え込むテキストの役割が主流である。
　先の角田（2003）は「絵本は、作家にとっ
ての生のアフェクトを噴出させる芸術であ
り、同時に子供も自分自身の生を絵本の中
で再発見し、自分に環流させるという創造
である。絵本は、作家、読み手、子どもと
が互いに自身のアフェクトを反響させる生
の営みであり、それは共一パトス（情念）
というエンジンによって燃焼され、駆動さ
れる」と結論付けている。残念ながら角田
の論文には、三者が相互に自身のアフェク
トを反響させあって燃焼させるその共一パ
トスの生成過程については、具体的に述べ
られていない。本報告の中では、「日本語
で語られている絵本」を、通訳を挟みなが
ての新たな視点を持つことであると見定
め、身体表現の専門家である安江が加わる
ことにより、絵本の読み聞かせと身体活動
を繋ぐ試みを現場の先生方とともに模索す
ることにした。そして、ひとりひとり違う
子どもたちが自分を表現する手段としての
踊り・身体表現があり、歌・声の表現があ
るということを理解してもらい、その表現
を促す具体的な活動手段を得てもらうこと
を今回の教育支援の目的とした。
Ⅲ　絵本を通した表現活動の試み
１．「絵本を読む」ということの膠着した
現状について
　絵本は、赤ちゃんからお年寄りまで、あ
らゆる年代の人に向けて手渡される「絵と
ことば」を中心とした紙媒体のメディアで
ある。一般の文学作品と異なり、直接に作
者と読者を結ぶ場合よりも、声に出して作
品を「聞き手」に届ける「読み手」が介在
する場合が圧倒的に多いことが、一つの特
徴である。「作者」「読み手」「聞き手」と
いう三者の関係が、一回ずつの読みのダイ
ナミズムを決定しているのだが、意外にも
その一回性についてのまなざしは弱い。
　保育関係のテキストの中には、絵本は子
どもたちのイメージを壊さないように、読
み手は解釈を極力おさえ淡々と読むように
と書かれているものも多いし、絵本は子ど
もにとって「受容的な遊びである」と断定
したり、読み手の存在にかかわらず「良い
絵本」「好ましくない絵本」が絶対的に存
在するという考え方も根強い。このことが、
現場の先生方や、読書ボランティア、さら
に幼児教育関係の実習生の混乱を招いてい
ることも事実である。
　一方、筆者（村中）は，絵本を「作者」「読
み手」「聞き手」の三者の相互コミュニケー
ションの場ともなりうると考え、その場や読
み手・聞き手の関係に即した、もっと自由
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　また吉永（2012）では、音楽表現の分野、
特に音声コミュニケーションの中で「保育
場面での歌い手は一方的にメッセージを発
信しているわけではなくて発信するその過
程において、聴き手の存在から、強い影響
を受けている」と、「読み手のからだ」に
繋がる「歌い手のからだ」について言及し
ている。
（2）「聞く」からだを意識する
　幼児教育の中では長い間「聞く」に優先
して「読む」が着目されてきたが、佐野
（1996）によれば「耳は実は耳のみでなく
全身で聴かれるという特性をもち、この非
限定性、非自立性が他の低次とみなされて
いる感覚への通路を」つくる。限定され自
立した働きを有しない分、「聞く」からだは、
より柔軟な感情情報の入り口に聞き手を立
たせることができるともいえる。
　先の鈴木の調査結果は、読み手がさまざ
まな方略をもって聞き手との「相互主観性」
を育てているというものであったが、黒川
（2004）は、発話者の発話時に舌や唇、喉
や口腔に起きる身体的経験に起因する発音
体感がそのまま、聞き手の発音体感に連動
し、心理的受容の基盤となることを示して
いる。「聞く」からだは「読むからだ」の
感受性を引き継ぐと考えられる。
　Susan Snyder（2004）は、幼児の聴覚
的な気づきや声の探求をサポートするた
め、アイコンタクトや身体表現も交えて「音
の対話」を行うことを提案している。こう
した音声からの感情表現の獲得が、日常生
活の中の思考や想像といった営みや感情の
育ちを促すと述べている。
（3）「読む」と「聞く」が出会うということ
　筆者は，自身の論文村中（2015）、高橋
（2014）で、無意識レベルも含め、読み手
の身体と聞き手の身体との微細な相互作用
ら、タイの先生や子どもたちと読みあう中
で、相互のアフェクトがどう反響しあうの
か、その過程を追うことにした。
２．「身体性」特に声を意識するということ
（1）「読む」からだを意識する
　近年、絵本の読みを練習しようとする学
生や、絵本読みの研修に参加する現場の教
師が「もっと上手に読む」ためのノウハウ
を知りたがる傾向がある。ＡさんにはＡさ
んの、ＢさんにはＢさんに似合った声の出
し方や、間の取り方、本をめくる速度があ
ると言うと、一様に驚きを示す。聞き手は
「上手な読み手」を求めているのでなく「自
分を作品世界へ誘ってくれる声」を待って
いる。その誘いの声は多様であり、その多
様さが読みの入り口，そして道筋を柔軟に
支えることを、覚えておかなければならな
い。聞き手の前に立ち、絵本の表紙をかざ
して見せた瞬間に、或いは表紙をめくって
見せた瞬間に、自分が今どう読みたがって
いるのかを自分の身体、特に自分の声に聴
くことができるようになれば、それはおの
ずと聞き手との関係への気づき、さらに、
他者理解へと繋がっていく。
　鈴木（1999）は、幼児に対する母親の読み
聞かせ行動を分析し、母親は幼児の発声的
参加の意思を確認し、発声を促すだけでな
く、自分の発声のタイミングを調整し、両者
の声が同期するよう促す「引き込み」や「同
期化」といった方略がなされていることを確
認した。また、これにより、幼児の文末での
発声の重なりも確認された。このことから、
絵本を読むという行為は、母親が一方的に
読み・聞かせ、幼児が受動的に聴くという活
動でなく、共鳴的な特性を帯びた母子間の
「共同活動」であると位置づけた。この調査
結果からも、読み手側の「読むからだ」が、
「聞くからだ」と相互に関係しあってひとつ
の世界を構築していることが裏付けられる。
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価値）としてあって、それを求めてその像
に近づけようと努力する学びを「求心型学
習観」による学習モデルとしている。一方，
ダンスの学習は、「今持っている力から沸
き起こるそれぞれのイメージやリズムを他
者と共有しながら運動を創り上げていく学
び」であり、そうした学びを「遠心型学習
観」による学習モデルとしている。ダンス
の学びは、個々が今持っている力で楽しむ
ことができ、そこで展開される動きは、金
子みすゞの詩の一節にあるように「みんな
ちがってみんないい」ものである。ゴール
が個々によって異なり創造的な学びを可能
にするダンスは、子どもたちが身体を動か
す楽しさや喜びを得る上で取り組みやすい
内容である。
２．幼児期の身体表現と指導上の葛藤
　未分化な遊びを楽しむ幼児期（満１歳〜
小学校就学の始期）の子どもたちにとって
も、リズムに乗って踊ったり、何かになり
きって踊ったりする身体表現遊びは、模擬・
変身の欲求１）を存分に満たすことができ、
1 人 1 人の個性の違いが生かされる運動遊
びである。
　幼稚園教育要領の「表現」領域において
は、内容の取り扱いの中で「幼児の自己表
現は素朴な形で行われることが多いので、
教師はそのような表現を受容し、幼児自身
の表現しようとする態度を受け止めて、幼
児が生活の中で幼児らしい様々な表現を楽
しむことができるようにすること」とされ、
幼児の素朴な表現を受容する大切さが示さ
れている。その一方で、どこまで指導をす
るのかという葛藤が生じやすい。
　田辺ら（2014）は、身体表現の指導にお
いて、「ある」を認めつつ、「なる」を示し
て援助することの難しさを保育者が感じて
いて、「どのように言葉がけをするか」「ど
のように表現を引き出すか」の悩みの程度
に注目し、そこから生まれた「読み」は時
として、作者が作品に込めたメッセージや
創作意図を超えて直接作品世界のありよう
と結びつくこともあることを指摘してき
た。その上で、読み手の「声」とテキスト
のことば、絵その他もろもろの要素が絡み
合って、自由に行き来する絵本のダイナミ
ズムをもっと丁寧に追ってみる必要がある
と述べている。今回のタイでの実践は、こ
の問題意識の発展形であるとも言えよう。
Ⅳ．身体で遊ぶことによる表現活動の試み
１．ダンスで向き合う身体とダンスの学び
　筆者（安江）は大学生時代、軟式テニス（現
：ソフトテニス）部に所属し、部活動に明
け暮れていた時期がある。スポーツは、自
分の心と身体を鍛えながら、対戦相手に勝
利することを目指して技術を磨いていく。
当時筆者は、相手に勝つために自分が思う
ところへボールをいかに打ち分けることが
できるか繰り返し練習し、戦術の中でそれ
を使えるように技術を磨いていた。
　こうしたスポーツでの自分の身体との向
き合い方は、「相手よりもいかに上をいく
か」という１つの方向へ向かってのもので
ある。
　その一方で、大学 2 年時に授業の中で出
会ったダンス（身体表現）は、リズムに乗っ
て体を弾ませて踊ったり、表したいイメー
ジを身体の動きで自由に表現したりするも
のであり、スポーツとは身体の向き合い方
が異なるものであった。筆者にとってダン
スの学びは、心と身体が一体となることを
実感でき、何か 1 つの方向に向かって生真
面目に生きてきた堅苦しさからふわっと解
放され、ありのままの自分を認めてもらえ
る拠り所となるものであった。
　細江（1999）は、体育科の学習において、
器械運動のように到達すべき明確な基準
（技）が、子どものこだわりの内容（意味・
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の高さとなっていることを指摘している。
こうした問題を解決していくには、方法論
の問題の前に、保育者の身体的な感性が問
題にされなければならないと考える。鈴木
（2013）は、「身体的な感性」が保育者の資源
となることを指摘している。そして、なぜ資
源となるのかを以下のように述べている。
　　 「身体表現という活動では、対象にふ
れた子どもが、その対象の動きを見な
がら自身のイメージを作り出すが、自
分の表現に応えてくれる人との関係に
よって，その表現も随時変わっていき
やすい。保育者は、そのプロセスを創
造的にしたいと願っているが，言葉で
割って入ろうとすることが多く、自身
の身体が、子どもの世界に広く深く影
響を及ぼすという有効性を生かしきれ
ていないことが多い」
　この鈴木の指摘は、身体表現の指導場面
における指導者自身の身体の有り様に対す
る重要な問題を提起している。どのように
指導するのかというテクニック以前に、子
どもたちと非日常の世界を表現することを
ともに楽しむ身体的感性を磨くことが大切
になってくる。今回の「身体で遊ぶこと」
による表現活動の試みは、筆者自身の身体
的感性がどこまで発揮できるかについての
挑戦でもある。
３．自由な身体表現を楽しむ試み
　保育の場面において、子どもたちに自由
な身体表現をさせようと、「自由に」と言っ
てさせてみたものの、失敗することが多い。
鈴木（2013）は、「なりきる遊びやごっこ
などの場では、『自由に』はかえって難し
く、表す意欲が奪われる場合がある。保育
者側には，『自由に』の理念を実現する手
だてが必要になる」と述べている。子ども
の「自由な身体表現」は、そのための原理
が十分に明らかにされていないため、子ど
ものありのままの表現を受容するのみに留
まるか、型のあるダンスを行うのみかにな
りがちであり、ここに、自由な身体表現の
膠着した現状がある。
　そこで、今回の活動の柱に、以下の 3 つ
の内容を設定した。
（1）あたりまえでない動きによる身体感覚
を楽しむ
　自由な身体表現の面白さは、「非日常の
動き」にあると考える。日常的な動きとは
異なる誇張された動きや、質感の異なる動
き、変化のある動きに子どもたちは面白さ
を感じる。最も取り組みやすいのは、「動
く―止まる」の連続によるポーズ遊びであ
る。体をねじったり、頭を下に足を上にし
たり、床を使ったり、片足をあげてオフバ
ランスの状態にしたり、指先の形や表情に
変化をつけたり…こうしたポーズ遊びを繰
り返す中で、身体が非日常の身体になって
いき、自由な身体表現が引き出されてくる。
（2）リズムに乗ることとリズムを崩すこと
を楽しむ
　1 曲通して踊ることをめざして、指導者
の動きを即座に真似をする。鈴木（2007）は、
「模倣という行為によって子ども一人ひと
りが自らの身体を通して他者の存在を受け
入れる。自己を確認し自己を高めていくと
いうプロセスを経験する。共に生きるとい
う感覚を体得する。これらのことがコミュ
ニケーション能力を育み、『社会で生きる
力』を培うことになる」と述べ、動きを模
倣することの価値を明確にしている。
　リズムに乗って踊る活動は、律動的な動
きを好む子どもたちの関心も高く、取り組
みやすいものであるが、同じような動きで
はすぐに飽きてしまう。そこに，多様な動
きと変化のある動きを意図的に取り入れ、
リズムに乗ったりリズムを崩したりして踊
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づくりの大切さについて考える。そのために、
作品作りの具体的なワークも実施する。
（2）身体表現の部
　タイでの取り組みを継続してきた村中
が、「子どもと大人が関わりあうすべての
場面で、指示命令を基本とした『やらせる』
『従わせる』方向性から大人自身が解放さ
れる必要性を実感している」ことを受けて、
身体表現の部では、「遊びは子どもにとっ
ても大人にとっても自発的なもの」「体で
遊ぶことによって心身が解放され体が遊び
出す」「身体表現の面白さは、あたりまえ
でない世界に入り込むことにある」という
考えに立った講話と複数のワークを計画し
た。それらの内容を通して、タイの幼児教
育関係者を中心とした参加者の身体や現地
の保育所の子どもたちの身体がどのように
反応し、どのような世界を創り出すのか、
そこに自発的な学びが成立するのかを探る
ことを目標とした。
３．実践の概要
（1）　実践の期日及び対象・担当
　実施日及び対象、担当は以下の通りである。
年月日 対象 担当
1 日目
2016.9.15
午前
・幼稚園教諭
・大学の教員
・NGO スタッフ
・出版関係者など
　　　　　（45 名）
村中
午後 同上 安江
2 日目
2016.9.16
午前
・スワンオイ・ス
ラム保育所３）の子
どもたち
（3・4 歳児 25 名）
安江
午後
・絵本作家
・心理士
・社会福祉士
・子ども関連 NGO
・スタッフ
・幼稚園教諭など
　　　　　（25 名）
村中
ることができるようにしていく。そのよう
にすることで、飽きることなく 1 曲通して
踊ることができる。その際、使用する曲は、
スキップで弾んで踊れる軽快なリズムの曲
を選ぶようにする。
（3）具体的な手がかりによって身体表現を
楽しむ
　自由に表現するには、そこに手がかりが
必要である。今回の試みでは、新聞紙とオ
ノマトペで描かれた絵本を手がかりとする。
　新聞紙は、素材が紙であるため、揺らす、
振るわす、丸める、ねじる、落とす、引きず
る、折る、破るなど、可塑性に富む。新聞紙
の動きを真似することで、質感の異なる多様
な動きとともに、紙にはなれない人間の体で
紙になりきろうとするところに、思いもよら
ぬ動きが引き出される面白さがある。
　また、オノマトペのみで描かれた絵本で
は、オノマトペ自体が動きのイメージを持
つため、その音の響きによって体の動きが
引き出されやすい。読みあいから、動きに
よる響き合いへ繋いでいく。
Ⅴ．タイでの試み
２．今回の実践の具体的な目標
（1）絵本の読みあいの部
　身体表現のワークが、絵本の研修と同時
に行われるため、これまでの学びをより参
加者の「身体を通した理解」に近づけてい
くことができるのではないかと考えた。そこ
で、読み手として自分の声を届けることが、
聞き手の身体にどう響くのか、その響きを感
じながら読み進めることで、作品世界に対
するどんな新しい発見が生まれるかを、参
加者と共に見つけ出していくことを主たる目
標にした。また、出版関係者や創作を志す
人たちが中心となるワークでは、「大人から
子どもへ教え込む」という教条主義的な目
線をはずし、心と身体の解放をめざす作品
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（2）実践内容
【１日目・午前】（担当：村中）
①　豊かに絵本を読みあうということ
　○ 『まめうしあいうえお』（PHP）と『あー
といってよ、あー』（福音館書店）を
読み合うワーク
　　 　この２冊の絵本は、子どもたちに「声
をだすこと」「言葉を発すること」を
意識化させ、身体おこしをする役割を
持っていることを説明する。この発展
系として、「言葉の響き」をイメージ
化した絵本が日本では、1990 年代後
半くらいから多く輩出されていること
を紹介する。『ごぶごぶごぼごぼ』（福
音館書店）『カニツンツン』（福音館書
店）『きたきたうずまき』（福音館書店）
『ぐやんよやん』（福音館書店）など
　○ 名前を呼びながら受け止めの道に気づ
いてもらうワーク
　　 　「声が届く」ということを意識し、届
ける・受け止めるといった営みを大事
にすることが、相互のコミュニケーショ
ンの基本であることを実感してもらう。
　○ 喜びと怒りのメッセージを伝えあう
ワーク
　　 　身体を相手のメッセージの受信器と
して意識すれば、コミュニケーション
の可能性はもっと開かれることを実感
してもらう
　○読みあい事例の紹介
　　 　読み手が、自分の身体をかいくぐっ
た声で物語を子ども達に伝えること
で、子どもとの関係が開かれることを
理解してもらうための事例として、受
刑者への読みあいプログラムで生まれ
た『ちいさなき』（福音館書店）の読
みの場面を紹介する。
　○身体を意識した読みあい体験
　　 　ひとりずつの身体を意識しながら、
受講生一人一人が、『さわらせて』（ア
リス館）を自分の声で読んでみる。そ
の後、そこでなにが見えたか、どう感
じたかを話し合う。読んだ人の感想と
聞いた人の感想の両方を受けとめる。
　〇 音楽との響きあいを意識した読みあい
体験
　　 　外の音楽を身体に取り入れながら、
参加者全員が絵本を読んでみる。外の
音楽として、１曲ごとに曲調が異なる
玖保キリコ『バケツでごはん』のサン
トラ盤を用い、絵本『がちゃがちゃど
んどん』（福音館書店）の読みに合わ
せてみる。終了後それぞれの受講生が
どんなことに気づいたか、身体に注目
しながら振り返りを行う。
〈写真１〉声を出すことで物語世界に近づいていく
【１日目午後】（担当：安江）
②　「幼児期の運動遊びについて」の講話
　　 　遊びは子どもにとって自発的なもの
であることを捉えることができるよう
に以下の内容について講話を行った。
　○ 日本の K 幼稚園における「自由遊び」
の取り組みを紹介する。
　○ 「幼児期に運動遊びが大切なのはなぜ
か」ということについて、スキャモン
の発育曲線とカイヨワの遊びの分類を
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手がかりに、発達の側面と欲求充足の
側面から捉える。
　○ 筆者（安江）が勤務する大学で開講し
ている講座「親子で遊ぼう伸び伸び広
場　体であ・そ・ぼ！」の取り組みを
紹介する。
③　 「体であ・そ・ぼ！大人バージョン」
の実技
　　 　マレットファンの担当者，松尾久美
氏の「心と体で感じ取る研修会にした
い」という強い希望から、当初の予定
を変更して後半を全て参加者に向けた
実技にした。また、ここでの実技内容
は，次の日に現地の保育所で実践する
内容から選び、保育所での実践内容を
紹介する意図と、「体であ・そ・ぼ　
大人バージョン」を実現する意図を合
わせて行った。
　○ ジャンケンすごろく…ジャンケンとい
う偶然性の高い勝負によって、いかに
はやくゴールするかを楽しむ。　
　○ ポーズ遊び…「動く―止まる」の連続
の中で，ポーズを次々に変えていき、
見たこともない形を即興的に創って
いく。
　○ リズムに乗って踊ろう…へそを中心に
リズムに乗り、全身を弾ませて踊る。
　○ 私は新聞紙…新聞紙を人型に破り、指
導者の操る「新聞紙くん」になりきっ
て踊る。
〈写真２〉新聞紙の動きになりきる参加者たち
【２日目午前】（担当：安江）
④　保育所の子どもたちとの身体表現遊び
　　 　身体表現の面白さは、あたりまえで
ない世界に入り込んだところにあると
いう考えに立ち、子どもたちとの以下
のような身体表現遊びを行った
　○ ポーズ遊び「不思議な形，変な形，おも
しろい形いろいろ」「動く―止まる」「走
る―止まる」をくり返しながら踊る。
　○ リズム遊び「リズムに乗ったりリズムを
崩したりして踊ろう」律動的な動きと
多様な質感の動きを組み合わせて踊る。
　○ わたしは新聞紙「新聞紙にとことんな
りきってみよう」ゆれる、ねじる、折る、
丸める、床にふわっと落ちる、飛ばさ
れるなどの新聞紙の動きの質感を身体
で表現する。　　　　　　　　　　
　○ 絵本を踊ろう『もこもこ』（文研出版）
「絵本による読みあい」から「絵本の
世界を踊ってみよう」へ繋げる。
【２日目午後】（担当：村中）
⑤　いま絵本に求められているもの
　○ 日本で実施している絵本を用いたさま
ざまなコミュニケーションプログラム
の紹介 .
　　 　読書療法の概要とその応用としての
絵本の読みあいについて、基本的な考
え方を説明。続けて、受刑者のための
プログラム STORYBOOK DADS と、
その発展形として日本で採用している
プログラムの説明。さらに長期入院児
とその家族を支えるためのプログラム
を紹介。それぞれの実際の活動の様子
を紹介する中で、実践者が、その場そ
の場で人と絵本との響きあいを感受
し、その響きあいを自己洞察や他者理
解に繋げていくことの重要性に気づい
てもらう。
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　○ 身体で絵本を読むことの豊かさと可能性
　　 　『リズム』（ミキハウス）を用い、村
中の読みと安江の身体表現のセッショ
ンを試みる。実演後、高次脳機能障害
者の支援施設で『リズム』の読みあい
から、自身の痛みを語り始めた入所者
の事例を伝える。
⑥　絵本のストーリーを創ってみるワーク
　　 　３人組になって、13 場面の絵本ス
トーリーを考えてもらう。1 人のアイ
デアで、場面１から順番にストーリー
を創っていくと、ありきたりで、飛躍
のないストーリーになりがち。発想の
異なる３人がそれぞれのイメージを重
ね合わせることで、重層的で弾力のあ
る絵本ストーリーが生まれることを体
験してもらうことがねらいである。
　　 　出来上がった作品は、グループごと
に発表してもらい、それぞれについて
の講評を行う。
Ⅵ．実践を通して見えてきたこと
１．言葉の壁を越えて
　タイでの研修は、当然ながら日本語から
タイ語への通訳を挟んでのものとなる。理
論を講ずるだけでなく、伝える身体、受け
とめる身体といった「身体への気づき」を
主眼とした研修であるだけに、直接筆者ら
の声を通して伝えられない、一旦通訳者の
声を通して届けなければならないという問
題への危惧があった。ところが、通訳者は
こうした研修の意義を深く理解し、筆者ら
の思いを自分の声に乗せて受講生に届けよ
うと終始努力してくれた。それゆえ日本語
からタイ語への変換の途中で、情熱や感情
や語りのリズムが損なわれることがなかっ
た。むしろ、日本語とタイ語がうまく響き
あい、研修会場全体が、緩やかで相互に感
情を渡しあう場になっていった。
　その一つの証となった出来事について記
す。少年更生施設の指導者グループが 2 日
間通してすべての研修に参加されていた
が、「読みあいのプログラムを採用する時
にもっとも大切なことは、その手順をマ
ニュアル化することではない。毎回、少年
たちのそばに寄り添い、彼らの内面にある
もの、簡単には外に表現され得ないものを
感じ取り、その感情を分かち合うことだ」
という話を筆者（村中）がした際に彼ら
は、通訳の言葉を待たずに、深くうなずい
た。了解されたことが筆者自身にも感じら
れた。研修終了後に彼らに声をかけ、「なぜ、
日本語で語った私の言葉が、通訳を介さず
にわかったのですか？」と尋ねると、「不
思議ですが、わかりました。すぐそのあと
にタイ語で通訳がなされましたが、それは
私が意味のわからないはずの日本語で感じ
たことと相違ありませんでした」と返事が
返って来た。さらに、「こうした、頭でだ
け理解しようとしない、自分の身体を通し
てわかる、心で感じ取るやり方を、少年た
ちとの日々の中で活かしていきます」と伝
えてくれた。安江にも今回の研修の場で，
同様な体験があった。
　こうした豊かな研修が出来た背景には、
通訳者の松尾久美氏が、通訳をする際に、
単なる「ことばの置換え」でなく、彼女自
身が講演者と学習者と繋がる自然な表現者
になり得ていたという素晴らしさがあっ
た。それぞれに言葉の壁があったからこそ、
〈写真３〉情感たっぷりに出来立ての作品を読み
あげる
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身体で深くわかりあうことが、研修会場の
中で実現したのだと考えられる。
２．絵本を身体で読むことは絵本を生きる
こと
　面白おかしく演出するために、絵本に音
楽をつけたり、絵本といっしょにさまざま
なパフォーマンスが行われることがある。
しかし、今回筆者らが試みたのは絵本の世
界そのものを、声と身体の動きで聞き手に
届けること。そして、そのことによって動
き出す「場」を確認することであった。
　まず、１日目の、音楽を様々に変えなが
ら参加者全員で『がちゃがちゃどんどん』
（福音館書店）を読みあったことについて。
　実施前、この試みには二つの危惧があっ
た。ひとつは、オノマトペだけでできてい
る絵本を読むということ自体が、ストーリー
主体の絵本を読むことに慣れている人たち
にとっては、難しかったり、気恥ずかしかっ
たりするのではないかということ。特に、
日本人が自然に抱く「オノマトペのイメー
ジ」から離れたところにいるタイの人たち
が、純粋に「音を読む」ことから出発して、
自分の身体の中のリズムを呼び起こせるだ
ろうかという心配があった。そういう意味
で、さまざまなイメージを広げてくれる音
楽を BGM として流すことは、彼らの身体
性を呼び起こす一助になるのではないかと
期待した。その反面、音楽に引きずられ、
本来この絵本が持つ絵画性、芸術性がない
がしろにされ、「与えられた音楽」と「与
えられた言葉」のすり合わせに終わってし
まう、というもうひとつの危惧もあった。
　実際に読みの試みが始まると、参加者た
ちは、心も身体も音楽に合わせて揺れなが
ら、実に自由に絵本を読み始めた。指導者
の合図を期待せず、自分たちの感じるまま
に「語り」「めくり」次の参加者に「つな
いで」いった。そして最も危惧していた、
絵本の世界から離脱するのではないかとい
う点について、参加者は、そむしろそうし
た試みによって『がちゃがちゃどんどん』
という絵本を味わい尽くしているのがわ
かった。
　絶妙なタイミングで，それぞれの読みに
対する笑いの合いの手が入り，そのたびに
場の空気が和んで読みの世界がふくらんで
いく。最後列の７名が、音楽の終わりを意
識しながら、「ぷすん」という音を連なり
あって声にする。「くすくすという笑い声
も連なりあう。そして、いよいよ絵本最終
ページの真ん中に描かれた「ぷ」の音を最
後の１人が身体から漏れるかすかな音のよ
うに唇ではじいて出すと、全員が深呼吸す
るように呼吸を合わせて静かに絵本を閉じ
た。それは、にぎやかに音がはじけ飛んで
遊ぶ『がちゃがちゃどんどん』の世界の終
わりそのものだった。
〈写真４〉講演者と学習者とを自然体で繋ぐ通訳
者の松尾氏（右）
〈写真５〉音楽に乗って絵本を読み始める参加者
たち
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　次に、『リズム』（ミキハウス）の村中・
安江のセッションについて。この絵本は、
アフリカの人々がその生活の中で「音」と
「リズム」を支えにしていることが、端的
なことばと絵で語られている。村中の読み
に合わせて、その「音」と「リズム」を、
安江が動きで表現していった。ページが進
むにつれ、村中の声と安江の動きが混ざり
合い、互いが互いの表現をもらいあい渡し
あっていく。受講生の身体も次第に揺れ始
め、ことばをいっしょにつぶやき始める。
会場全体が、アフリカのリズムに浸り、あ
たたかい感覚に包まれる。最後のページを
閉じた瞬間に、ほおっと全員のため息が漏
れた。アフリカの大地から、タイへと戻っ
てきたような感覚だった。終了後、ただ絵
本をみんなで読んだということでなく、み
んなで絵本の世界を生きたような感動に包
まれた。
３．指導者も子どもと響きあう表現者
　指導者向けの研修会が二日間に分けて行
われたが、一日目の始まりには、硬く緊張
した空気が会場を支配していた。ところが、
学びの過程の中で、参加者の表情も身体も、
どんどん柔らかくなっていった。それとと
もに、こちら側が語る言葉も「頭だけで理
解する」よりスムーズに参加者の中に入っ
ていく。この感覚を身をもって知ってもら
うことが、そのまま、子どもたちとの教育
実践の場で生かされていくと確信できた。
　2 日目の保育所での身体表現あそびにお
いて、保育所の先生方は、最初壁際に立ち、
緊張した面持ちで子どもたちの様子を観察
していた。ところが、安江が突然ロボット
になって子どもたちの群れの中に、ロボッ
トのリズムで歩み寄り始め、その非日常的
な世界にしびれあがるような興奮と喜びを
見せる子どもたちの姿に、ついに先生方も
笑い始めた。笑いながら、子どもたちの楽
しむ姿を堪能している。ここを起点に、続
くダンスの場面では、立ち位置こそ壁際の
ままだったが、いっしょに踊り始め、子ど
もと目が合うと、うなずきながらリズムを
合わせて体を揺すっていた。このありよう
が、子どもを安心させ、表現空間の弾力性
がぐんと高まった。
４．指導者と参加者との距離を一気に縮め
たダンスの力
　身体表現の部を担当した筆者（安江）は、
今回のように通訳を介して講話をしたり実
技をしたりする経験は初めてだった。1 日
目の午後の講話で、参加者の前に立った筆
者の身体や表情は硬くこわばり、筆者自身、
自分を見つめる参加者の視線に負けそうで
あった。筆者は現職に就く前に小学校教諭
をしており、大人の前で話をする時よりも、
子どもの前で話す時の方がより話しやすい
ことを実感してきている。子どもたちは、
低い年齢であればあるほど、話を身体で聞
く。面白い話にも面白くない話にも身体が
素直に反応する。その点、大人は本音と建
て前を使い分けることを覚え、知らず知ら
ずのうちに理性で素直な反応を押さえ込み
がちになる。特に今回の場合は、言葉の壁
もあり、講話を始めた最初の段階での筆者
と参加者との距離は、想像していた以上に
離れていた。この距離は、講話が進むにつ
れて次第に近づいていったが、言葉の壁は
やはり大きいことを感じていた。
　ところが、筆者と参加者との距離は，そ
の後の運動遊び「ジャンケンすごろく」と
身体表現「ボーズ遊び」でほぐれ始め、リ
ズムに乗って踊る活動で一気に縮まった。
「私の動きを真似して下さい」と通訳を介
して伝え、筆者が踊り出すと、1 人 1 人の
身体の中から律動的な動きとともに押さえ
られていたエネルギーが一気に溢れ出し
た。それはまさに，細江（1999）が述べて
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いる「ダンスの学習は，今持っている力か
ら沸き起こるそれぞれのイメージやリズム
を他者と共有しながら運動を創り上げてい
く学びである」ことを証明しているかのよ
うであった。互いに硬かった身体、なかな
か縮まらなかった距離が、一気にほぐれ一
気に縮まった瞬間に、筆者は、あらためて
「ダンスの力」の凄さを全身で感じ取った
のである。ダンスが国境を越え、言葉を越
えた瞬間であった。
５．非日常の世界で自分を遊ばせる身体表
現の面白さ
　母国語の異なる参加者との距離を一気
に縮めた「ダンスの力」は、筆者（安江）
に、次の日の現地の保育所の子どもたちと
の実践に向かう勇気を与えてくれた。なん
の根拠もなく何とかなるという感じに支え
られて、3 歳児と 4 歳児 25 名の前に立っ
た。子どもたちの身体から発する空気感は、
とても柔らかかった。ポーズ遊びから入る
予定にしていた筆者は、子どもたちと向き
合った瞬間、子どもたちの身体を弾ませた
いと思い立ち、音楽もかけずにいきなりス
キップで弾み出した。一緒に弾み出す子、
突然何が始まったのかと戸惑う子…と、反
応も様々だった。そんな様子を見ていて、
さらに動きに変化をつけたいと思った筆者
は、スキップから唐突にロボットになり
きって踊り出した。そのロボットは、変幻
自在にいろいろな動きをした。急に止まっ
たり，こわれたようにバランスを崩したり、
回り出したり…。初めて出会った大人がス
キップで弾んで踊り出し、今度はロボット
になって動き出した。子どもたちは、わけ
が分からないうちに非日常の世界に引き込
まれ、声を上げながら逃げ惑ったり真似し
ようとしたりするなど、身体が素直に反応
し、非日常の世界で遊び始めた。
　筆者が人間に戻ると、子どもたちも現実
の世界に戻り、ホッと一息ついた様子だっ
た。この時、筆者は子どもたちをとても身
近な存在に感じるとともに、共に何でもで
きそうな空気を感じた。「自由に踊る経験
をしていない子どもに自由に踊らせること
は難しい」と言う教師は日本でも多い。し
かし、この現地の保育所の子どもたちは、
本来子どもは自由に踊り出す存在であるこ
とを教えてくれている。大事なのは、非日
常の世界にどうやって引き込むかというこ
とである。そこには，指導者自身も表現者
として，非日常の世界で遊んで楽しむとい
う姿が求められていることを痛感した。
６．子どもは指導者の身体を見ている
　現地の保育所の子どもたちをロボットダ
ンスで非日常の世界へ引き込んだ後、タン
バリンの合図でポーズを次々に変えて楽し
むポーズ遊び、筆者（安江）の動きを真似な
がらリズムに乗って踊って楽しむ活動へと
続いた。ここで、筆者の動きを真似して踊
るという活動は，自由な身体表現であるの
か、型のある動きを与えた身体表現である
〈写真６〉音楽のリズムを共有しながら弾んで踊
る参加者たち
〈写真７〉非日常の世界でなりきって踊る子ども
たち
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のか、という疑問が生じる。筆者は、２つの
視点から、この活動を、自由な身体表現に向
けての基礎的な内容と位置づけている。1 点
目は、動きの発信者である筆者は、型のあ
るダンスの動きを子どもに与えているので
はなく，自身が即興的に踊る動きを真似させ
て、即興的に踊るモデルとしての役割を果
たしているということ。2 点目は，即興的な
動きを発信していく中に、「リズムに乗る動
き」と「リズムを崩す動き」を意図的に組み
入れ、自由に踊る基礎的な力を身につけさ
せる意図により取り組んでいるということ。
　この活動の際、子どもは瞬時に変わって
いく筆者の動きというよりも、身体が動く
感じを捉えて真似しているように感じた。
「子どもは指導者の身体を見ている」ので
ある。このことは、自由な身体表現の指導
にあたっての重要な視点である。
　最後に，絵本『もこもこ』（文研出版）
による読みあいと身体表現を行った。この
絵本は、「もこ　もこもこ」や「にょき　にょ
きにょき」などのオノマトペのみで描かれ
た絵本である。まず、筆者が読む音を子ど
もが真似をする読みあいを行った。子ども
たちの読みは，最初からその世界に引き込
まれたような情感豊かな読みであった。次
に、村中が読む音を手がかりに、筆者と子
どもとで思いつくまま表現した。子どもは
筆者の動きに注目し、その動きに刺激を受
けながら、思い思いの表現を行っていた。
　このように、具体的な手がかりと、指導
者の身体的な感性によって、自由な身体表
現が実現できる手応えを得た。さらに、筆
者自身、表現者としての身体的な感性を磨
いていきたい。
Ⅶ．今後の展望
　研修終了後にアンケートを行い、参加者全
員からアンケートを回収することができた。
　全体的に満足度は高く、新鮮だった、感
激したというような思いが、綴られており、
「時間がもっとほしかった」「続けてこのよ
うな研修をしてほしい」というような要望
も多く見受けられた。いくつかの回答を紹
介する。
○障害児支援施設の職員（15、16 日参加者）
「タイではこういった子どもの心について
の研修は少ない、今回の機会はとても貴重
で自分たちにとってとても学びの多いもの
であった。
○幼稚園教諭（15 日参加者）
「とても素晴らしい研修だった、子どもた
ちとの活動ですぐに実践できるものばかり
でうれしい。
○絵本作家（16 日参加者）
「絵本をつくるということ学ぶ今回のよう
な研修はとても有意義で、創作への原動力
をいただいた。また実施してもらいたい。
　実施前は、教育環境も生活背景も異なる
中で、意図するものが果たしてまっすぐに
伝わるだろうかという不安があった。しか
し、実際には、言葉が通じないからこそ、
心と身体で相手の思いを受け止めようとす
る力が、語る側にも、受けとめる側にも働
き、その真ん中に、人を信頼し愛そうとする
思いがあったように思う。特に、身体表現
遊びに於いては、日本で行う以上に、身体
の奥から沸き上がるような生命エネルギー
が、大人も子どもも、非常に素直に放出さ
〈写真８〉「もこもこ」の絵本を踊る筆者と子ど
もたち
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れ、互いのエネルギーを交換し合うような
場面がいくつも見られた。感情の表出の仕
方がシンプルである。このことは、日本での
指導の際には、最初に越えなければならな
い壁であるだけに、今後の指導のヒントに
なった。今回の参加者が、学んだこと、体験
したことを、自分の現場で生かしてくれる
ことはもちろん、できれば、継続した講習を
年に一度行うことで、「現場実践のフォロー
アップ」ができるのではないか。そこにおい
て初めて、タイの生き難い子どもたちを支
える教育の本質に触れることが出来るので
はないかと考えている。今回はその入口に
立ったということで、本報告を終える。
（本論文における写真及びアンケート回答
については，タイ公益 NGO 法人マレット
ファンの掲載承諾を得ている）
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注
1） ロジェ・カイヨワ（Roger Caillois 1913-
1978）が「遊び」を，プレイする側の欲
求充足の側面から４つに分類したうち
の１つ。プレイする人が求める楽しさの
質の違いにより，アゴン（競争），アレア
（機会・偶然），ミミクリ （ー模擬・変身），
イリンクス（眩暈）の４つに分類した。
体育の学習内容のスポーツはアゴン，
ダンスはミミクリーを活動の楽しさの
基本としている。
2） タイ公益 NGO 法人マレットファンに
ついての情報は，ホームページ http://
maletfam.org/jp/ を参照のこと。今回
の村中，安江の取り組みについても詳
細に報告されている。
3） バンコク、クロントイ地区にあるスワン
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オイ・スラム保育所。外観は写真９の
とおり
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要　　旨
　タイにおいて、過酷な状況におかれた子
どもたちの保育・教育に従事する人々は今、
子どもたちに向けた支援の方法を模索して
いる。特に彼らは、自分を肯定し、人と関
わりながら生きていくことの喜びを伝える
具体的な指導法を求めている。
　そこで今回は、「身体で感じる」をキー
ワードに、児童文学とダンス教育という異
なる専門分野の研究者 2 人の協働により、
豊かな表現空間を参加者と共に創り出して
いく実践を、教育関係者や現地の保育所の
子どもたちに向けて試みた。その結果、そ
こに参加した大人や子どもたちと共に、言
葉の壁を越えて身体と身体で響き合う世界
を創り出すことができた。ここに、その実
践の詳細を報告する。
〈写真９〉スワンオイ・スラム保育所
